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堀
口
大
學
文
庫
は
、
図
書
館
の
二
階
に
新

設
さ
れ
ま
し
た
。
広
さ
は
五
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
で
、
入
口
の
上
部
に
は
、
自
筆
の
看

板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

室
内
に
入
る
と
、
大
學
先
生
の
写
真
と
、

そ
の
横
に
は
大
き
な
年
表
が
掲
示
さ
れ
、
八

九
年
の
輝
か
し
い
業
績
が
、
一
目
で
分
か
り

ま
す
。

　

ま
た
、
書
棚
や
展
示
台
な
ど
は
す
べ
て
濃

い
茶
色
で
統
一
さ
れ
、
し
っ
と
り
と
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。

　

堀
口
大
學
先
生
は
詩
人
と
し
て
活
躍
す
る

一
方
、
二
〇
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
精
力

的
に
翻
訳
し
て
日
本
に
紹
介
し
、
昭
和
の
詩

と
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

そ
の
仕
事
は
多
彩
で
、
遺
し
た
著
作
類
も

膨
大
な
も
の
で
す
が
、
堀
口
大
學
文
庫
に

は
、
図
書
館
が
約
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
収

集
し
た
貴
重
な
資
料
約
四
〇
〇
点
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

主
な
展
示
品
を
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
ジ
ャ

ン
コ
ク
ト
ー
や
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
な
ど

　

葉
山
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
詩
人
で
、
翻
訳
家
の
堀
口
大

學
。
名
誉
町
民
で
も
あ
る
氏
の
没
後
二
五
年
を
記
念
し
て
、

図
書
館
内
に
「
堀
口
大
學
文
庫
」
が
、
先
月
一
日
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
同
文
庫
に
は
、
代
表
作
の
訳
詩
集『
月
下
の

一
群
』
を
は
じ
め
、
詩
や
著
作
、
自
筆
原
稿
、
書
簡
な
ど
が

多
数
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
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没
後
二
五
年
を
記
念
し
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図
書
館
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詩
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翻
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書
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自
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な
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資
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四
〇
〇
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を
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フ
ラ
ン
ス
の
気
鋭
の
詩
人
た
ち
の
作
品
を
翻

訳
し
て
、
一
冊
に
ま
と
め
た
代
表
作
の
訳
詩

集
『
月
下
の
一
群
』
や
処
女
詩
集
『
月
光
と

ピ
エ
ロ
』
な
ど
が
目
に
付
き
ま
す
。

　

ま
た
、
多
数
の
翻
訳
本
や
堀
口
大
學
詩

集
・
全
集
を
は
じ
め
、
編
集
に
携
わ
っ
た
雑

誌
、
作
家
の
中
河
与
一
に
宛
て
た
書
簡
、
親

友
の
佐
藤
春
夫
や
安
岡
章
太
郎
ら
文
壇
仲
間

と
一
緒
の
写
真
、
あ
ち
こ
ち
削
除
や
書
き
込

み
の
あ
る
自
筆
原
稿
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
金
箔
模
様
入
り
の
革
製
の
翻

訳
本
や
表
紙
に
紫
水
晶
を
は
め
込
ん
だ
訳
詩

集
と
い
っ
た
珍
し
い
本
や
、
三
島
由
紀
夫
が

「
正
に
少
年
時
代
の
私
の
聖
書
で
あ
っ
た
」

と
評
を
寄
せ
て
い
る
レ
イ
モ
ン
・
ラ
デ
ィ
ゲ

著
『
ド
ル
ヂ
ェ
ル
伯
の
舞
踏
会
』
の
翻
訳
書

な
ど
貴
重
な
本
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
室
内
の
一
角
に
は
テ
レ
ビ
が
置

か
れ
、「
大
學
と
葉
山
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
映
像
が
常
時
、
流
れ
て
い
ま
す
。
葉
山

時
代
の
大
學
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
、
関
係
者

の
証
言
な
ど
を
交
え
て
紹
介
す
る
こ
の
ビ
デ

オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
約
二
五
分
）
に
つ
い
て
は
、

希
望
者
へ
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
堀
口
大
學
と
葉
山
】

　

堀
口
大
學
先
生
は
、
明
治
二
五
年
（
一
八

九
二
）に
東
京
・
本
郷
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
名

前
の
「
大
學
」
は
、
父
が
大
学
生
（
東
京
大

学
法
科
）
で
あ
り
、
家
が
赤
門
の
前
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
「
大
學
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
父
方
の
郷
里
の
新
潟
県
・
長
岡

で
少
年
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
上
京
し

て
慶
応
大
学
に
入
学
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
大

学
を
や
め
、
十
九
歳
か
ら
三
三
歳
ま
で
の
十

数
年
間
、
外
交
官
の
父
に
付
い
て
中
米
や
西

欧
各
国
を
転
々
と
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
父
と
同
じ
外
交
官
を
志
し
ま
し
た

が
、
体
が
弱
か
っ
た
た
め
に
文
学
に
専
念
。

大
正
七
年
に
最
初
の
訳
詩
集
『
昨
日
の
花
』

を
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
処
女
詩
集
『
月
光
と

ピ
エ
ロ
』、
歌
集
『
パ
ン
の
笛
』
を
出
版
し
て
、

文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

以
後
、
在
欧
中
に
ふ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
近

代
詩
に
傾
倒
し
、
コ
ク
ト
ー
や
ヴ
ァ
レ
リ
ー

な
ど
の
詩
を
次
々
と
翻
訳
し
ま
し
た
。
大
正

十
四
年
に
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
訳
詩
集

『
月
下
の
一
群
』
を
刊
行
し
て
一
躍
、
脚
光

を
浴
び
ま
し
た
。
そ
の
後
も
詩
や
小
説
、
評

論
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
新
し

い
文
学
の
紹
介
に
努
め
る
か
た
わ
ら
、
自
ら

も
詩
作
に
励
み
、『
水
の
面
に
書
き
て
』『
新

し
き
小
徑
』『
砂
の
枕
』
な
ど
の
詩
集
を
相
次

い
で
世
に
出
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
五
年
六

月
、
五
八
歳
の
時
に
葉
山
へ
転
居
、
海
と
山

に
囲
ま
れ
、
温
暖
な
こ
の
地
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
文
学
活
動
に
励
み
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
葉
山
の
町
歌
や
葉
山
小
学

校
の
校
歌
を
作
詞
す
る
な
ど
、
町
と
も
深
い

か
か
わ
り
を
持
ち
、
こ
れ
に
よ
り
昭
和
五
〇

年
に
は
名
誉
町
民
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
五
四
年
に
は
文
化
勲
章
を
受
章
し
ま

し
た
が
、
二
年
後
の
五
六
年
三
月
十
五
日
、

静
か
に
八
九
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

森
戸
神
社
の
境
内
に
は
「
花
は
い
ろ　

人

は
こ
こ
ろ
」
の
詩
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。

﹇
利
用
法
﹈

　

堀
口
大
學
文
庫
は
、
図
書
館
の
開
館
時
間

内
で
あ
れ
ば
、
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
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▲堀口すみれ子さんと町長


